
 

 

 

【韓国】 総合指数は週間で 2.0％高と 5週ぶり反発、今週は 2300ポイントで値固め 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 2.0％高と 5 週ぶりに反発。週前半は欧米の中央銀行による金融引き締めが警戒されたが、後半は過

度な懸念が和らいだ。週明け 4 日は 4 営業日続落。米景気の不透明感に加え、中国で新型コロナ防疫策のロックダウン

（都市封鎖）が再導入されるとの懸念が浮上した。5 日は米国

が対中関税の一部緩和を近く発表するとの報道を受けて反発。

ただ、6 日は反落し、終値が節目の 2300 ポイントを割り込ん

だ。景気後退懸念による為替市場の混乱を背景に、韓国ウォン

は対米ドルで 13 年ぶりの安値をつけた。7 日はサムスン電子

の業績拡大などを材料に反発。8 日も上昇し、終値は 6 月 29 日

以来の高値だった。今週は 2300 ポイントで値固めか。韓国銀

行（中央銀行）が 14 日に発表する 7 月の基準金利が注目材料。 

 

【ロシア】 RTS指数は 10.3％安と大幅に続落、今週は原油相場をにらんだ展開か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は週間で 10.3％安と大幅に続落。ルーブルが対米ドルで 20％超の急落となったことが指数を押し下げ

た。ロシアのシルアノフ財務相がルーブル高を抑制するために通貨介入の可能性に言及し、為替市場でルーブルが急落。

対米ドルで前週末の 51.50ルーブルから 62.40ルーブルに下が

り、週間で 21.2％の大幅安となった。ただ、年初来では対米ド

ルで 16.3％高と主要通貨の中で上昇率トップを維持している。

個別銘柄では、資源のルサールが 5.7％高、エネルギーのスル

グトネフテガスが 3.5％高、ガスプロムが 2.9％高と上昇した

一方、エネルギーのロスネフチが 6.4％安、ノバテクが 6.3％安

と大きく下げ、資源のノリリスク・ニッケルが 2.2％安と下落

した。今週は原油やルーブル相場をにらんだ展開か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 2.3％安と反落、今週は上値の重い展開か 

先週の動き／今週の展望 

VN 指数は週間で 2.3％安と反落。先安観が強まり、指数は一時、昨年 3 月以来の安値をつけた。VN 指数は週明け 4

日に前週末比 0.3％安と下落し、5 日に 1.2％安、6 日に 2.7％安と大幅に 3 日続落。先安観が強まり、幅広い銘柄に売り

が広がった。週後半は押し目買いで続伸したものの、7 日の場

中には一時 1142.80 ポイントと 2021 年 3 月 26 日以来の安値

を付けた。8 日は 1171.31 ポイントで引けている。個別銘柄で

は金融のテクコムバンクが 4.3％高、SSI 証券が 3.6％高となっ

た一方、エネルギーのペトロベトナム・ガスが 13.1％安、PC・

携帯電話販売のモバイル･ワールドが 7.5％安、ゴム製品のベト

ナム・ラバー・グループが 6.2％安、公益のペトロベトナム電力

総公社が 4.4％安となった。今週は上値の重い展開か。 
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【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 0.9％安、6 月の

CPI上昇率は前年同月比 7.7％と高止まり 

SET 指数は週間で 0.9％安と 3 週ぶりに反落。インフレの加

速が指数下落を主導した。週初の 4 日は、景気後退懸念の広が

りや中国の新型コロナウイルスの感染者数増加が嫌気されて反

落。5 日は 6 月の CPI 上昇率がエネルギー価格の高騰を受けて

前年同月比 7.7％と市場予想から上振れした影響で、指数は前

日比 1.2％安と続落し、年初来の安値を更新した。6 日は前日か

らほぼ横ばいで推移した後、7 日は原油価格の下落を受けて小

売株が買われ、指数は前日比 1.3％高と続伸したが、8 日は 3 日

ぶりに反落している。今週は中国の経済指標などの外部要因が

焦点。13 日はアサラハブーチャ（三宝祭）のため休場となる。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

1.7％安、中央銀行が 2会合連続の利上げを決定 

クアラルンプール総合指数は週間で 1.7％安と反落。不安定

な値動きが続いた。週初の 4日は引け際に売られて反落したが、

5 日は安値拾いの買いが入り反発。6 日は中央銀行が 2 会合連

続の利上げを決定し、金融株の一角が買われたものの、プラン

テーションとエネルギー株の利益確定売りが響き、指数は前日

比 1.4％安と反落した。7 日に小幅続落した後、8 日は中国が景

気対策を検討していると報じられたことを受けて世界経済の

後退懸念がやや和らぎ、前日の NY ダウが上昇した流れで反発

して引けている。今週は国内の経済イベントが少なく、外部要

因が指数を左右しそうだ。11 日はハリラヤハジのため休場。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 0.8％

安、景気後退懸念の広がりを嫌気 

ジャカルタ総合指数は週間で 0.8％安と続落。週末の上昇が

週の下げ幅を縮めた。週初の 4 日は前週から下げ止まらず、前

営業日比 2.3％安と 6 日続落。5 日は金融株と資源株が指数上

昇をけん引し、前日比 1.0％高と反発したが、6 日は景気後退懸

念が強まった影響で売り優勢となった。週後半は 7 日に小幅反

発した後、8 日は前日の NY ダウが積極的な利上げに対する警

戒感がやや後退した効果で上昇した流れを引き継ぎ、前日比

1.3％高と続伸して取引を終えている。今週は 11 日の 5 月の小

売売上高に続き、15 日には 6 月の貿易統計が発表される予定。

外部要因では米国の 6 月の CPI が株式相場を左右しそうだ。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

1.2％高、今週は 14日に 4－6月期の GDP速報値発表 

ストレーツタイムズ指数は週間で 1.2％高と反発。終値で終

始 3100 ポイント台を維持した。週初の 4 日は銀行大手 3 行が

買われ、指数は 4 営業日ぶりに反発。一方、5 日は 5 月の小売

売上高が前年同月比 17.8％増と高い伸びを示したものの効果

は薄く反落すると、6 日は中国での新型コロナの感染再拡大が

嫌気されて小幅に続落した。ただ、7 日は原油価格の下落が買

い材料となり、3 日ぶりに反発。8 日は前日からほぼ横ばいで

取引を終えた。今週は 14 日に 4－6 月期の GDP 速報値が発表

される予定で、市場予想から上振れすれば株式相場の追い風

か。11 日はハリラヤハジ（聖地巡礼祭）のため休場となる。 
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